
 

 

 

令和元年度西東京市国民保護訓練の実施について（案） 

 

世界各地では、テロ事件が依然として発生しており、平成 28年７月に発生したバングラ

デシュ・ダッカにおける襲撃テロ事件をはじめ、現実に邦人や我が国の権益がテロ被害に

遭っている状況にある。 

また、テロ組織が米国とその同盟国を敵として攻撃することを呼びかけている現時点に

おいて、多くの米国権益を国内に抱える我が国がテロの標的となる可能性は否定できない。 

このような中、東京 2020 オリンピック、パラリンピック競技大会の開催を間近に控え、

テロ対処能力の強化のため、よりいっそうの官民連携を図っていく必要がある。 

西東京市では、平成 19年４月に市国民保護計画を策定するとともに、第２次総合計画に

おいても、「危機管理体制の整備」は重要な施策と位置付けており、テロ等突発事案に素早

く対応する体制の整備に向け「武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する

法律」及び国民保護計画に基づき、関係機関と合同による訓練を実施する。 

 

１ 目的 

  西東京市、田無警察署及び西東京消防署が連携して、実践的な訓練を行うことにより、

国民保護措置に関係する機関相互の連携協力体制の強化及び緊急対処事態等における対

応能力の向上を図ることを目的とする。 

 

２ 実施日時 

令和２年１月 25日（土）午後２時 00分から午後４時 00分まで 

 

３ 訓練会場 

  保谷こもれびホール（西東京市中町一丁目５番１号） 

 

４ 訓練概要 

劇場に不審物を仕掛けられたらという想定で、市民を来場者として招き、その対策と

避難訓練を含む無料コンサートを実施する。関係機関が連携を図り、立入禁止区域の設

定、避難誘導及び負傷者の救護を行い、その後、警察犬による施設内の不審物検索を実

施する。 

なお、避難訓練実施後に警備犬による展示訓練の見学を行う。 

 

５ 訓練参加機関 

(1) 警視庁（総務部広報課音楽隊、警備部警備第二課（警備犬）、田無警察署） 

(2) 東京消防庁（西東京消防署） 

(3) 西東京市 

(4) 保谷こもれびホール 
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